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日 曜 行   事 

１ 日  

２ 月 図書ボランティア 

３ 火 
６年保護者五中入学説明会 
ICT 教育相談日 

４ 水 学校朝礼 

５ 木 
６年五中体験・クラブ見学 AET 
３年七輪体験 

６ 金 児童会イベント AET 東っこスタディ 

７ 土   

８ 日  

９ 月 入学説明会 クラブ 図書ボランティア 

10 火 ICT 教育相談日 

11 水 建国記念日 

12 木 
６年薬物乱用防止教室  AET 
五中職業体験 

13 金 五中職業体験 AET 東っこスタディ 
14 土  
15 日    
16 月 委員会 図工展準備 図書ボランティア 
17 火 １･３･５年参観懇談 ICT  校内図工展 
18 水 【４限】 太陽の広場 
19 木 ２･４･６年参観懇談 AET 

20 金 
３年博物館見学 ６年卒業遠足 
AET  東っこスタディ 

21 土  
22 日  
23 月 天皇誕生日 
24 火 感謝の集い ICT 教育相談日 
25 水 【４限】 児童集会 
26 木 AET 
27 金 ６年生を送る会 AET 東っこスタディ 
28 土  

《 教 育 目 標 》      

一人ひとりのもちあじを生かし

仲間とのつながりを大切にし、

自ら考え行動する児童の育成            

 《めざす子ども像》      
○よく考え、すすんで学習する子 
○明るく、思いやりのある子 
○健康でたくましい子 
○人と協力し、よく働く子 
○すすんであいさつができる子 
 

      生成 AIを使う 

校長  村上 弘明     

吹田市の小中学校では、授業や校務で生成 AI を活用していくことになります。今月はこのこ

とについて書きます。 

 

生成 AI の技術は近年、急速な進展を遂げ、爆発的な勢いで私たちの日常生活に普及してきて

います。パソコンやスマホから家電製品、自動車など、私たちが意図的に使っているものや、知

らないうちに関わっているものまで、もはや無関係ではいられないほどです。生成 AI は使い方

によって人間の能力を補助、拡張したり、可能性を広げてくれる有用な道具にもなり得る一方で、

さまざまなリスクも指摘されています。確かにものすごく便利ではある。だけど悪用されること

もあり、必要な規制が追いついていないんじゃないか、など負の側面もよく取り上げられます。

昨年はクマの偽動画が出回ったり、これまでにも有名人や政治家の顔を使った偽情報など、注目

を集めたり人をだますために生成 AIが用いられたりすることが問題になっています。 

ちなみに、「生成 AIを使うときの便利な点と注意点」について生成 AIに尋ねてみると、以下

のような回答が返ってきました。 

便利なところとしては 
◎アイデアの泉になる：創作や企画のヒントが欲しいとき、生成 AIが新しい発想をくれる。 
◎時間の節約：文章の下書きや要約、翻訳などを手早くこなしてくれる。 
◎学びのサポート：わからないことを質問すれば、やさしく説明してくれる。 
◎24時間いつでも使える：いつでも話しかけられる。 
一方、注意しなければいけないこととしては 
１．情報の正確さに注意：生成 AIは間違ったことを言うこともあるから確認しよう。 
２．個人情報は話さない：名前や住所、パスワードなど、大切な情報は AIに話さない。 
３．著作権に気をつけて：本や歌詞など、他の人が作ったものをそのまま使うのは NG。 
４．使いすぎに注意 ：便利だからと頼りすぎると、自分の考える力が育たなくなる。 

内容は長いので要約しましたが、こんな回答が一瞬で返ってくるなんて、間違いなく便利です。 

 

吹田市の小中学校の情報教育は、『吹田市ＩＣＴ教育グランドデザイン』に則って進められて

います。生成 AI についても、注意すべきところを踏まえたうえで、安全かつ効果的に活用して

いこう。適切に活用しながら、子どもたちの情報活用能力を育てていこうという考えです。活用

にあたっては、生成 AI の特徴、こんなことに使うと効果的、守らないといけない約束などを、

子どもたちと学んだうえで、発達段階や情報活用能力の育ちに留意しつつ、触れていくことにな

ります。生成 AIは便利な道具ですが、間違っていることもあるし、感情ももちません。生成 AI

の言うことをそのまま信じるのではなく、参考やヒントとして使い、自分自身で考えていくこと

こそがよい付き合い方であり育ってほしい力です。 

先ほどの話題に戻ると、私たちがつながるメディアには、本物のような精度で作られた偽情報

やフェイクが紛れ込んでおり、画面の向こうにある出来事が「現実かどうか」を確かめるのは簡

単ではありません。鵜呑みにせずに一度立ち止まったり、信じて拡散する前に考える。ここでも

自分自身で考えることが必要になります。 

 

２月の行事予定 

３月の主な行事予定 
 ２日（月）地区児童会・集団下校 
 ３日（火）教育相談日 
 ４日（水）４時間授業 太陽の広場 
 ６日（金）４年歯科指導 
９日（月）５時間授業 

１０日（火）教育相談日 
１１日（水）卒業式予行 

(１～４年 13:20下校) 
(５・６年 14:40下校) 

１６日（月）５時間授業 
１７日（火）卒業式前日準備 

(１～３・６年４時間授業) 
(４・５年  ５時間授業) 

１８日（水）卒業式（１～４年は休み）     
１９日（木）４時間授業 
２３日（月）４時間授業 給食終了 
２４日（火）修了式 

〇マラソン記録会と予備日 
冬の体力づくりと一定の時間自分のペー

スで走り続けることをねらいとして取り組
んできました。自分自身で取り組んできたこ
との延長としての記録会です。がんばる姿に
声援をお願いします。 

学年 日 時刻 予備日 時刻 
1年 ２/４ 10:45 ２/９ 11:35 
2年 ２/９ 10:45 ２/１２ 9:40 
3年 ２/５ 11:35 ２/１２ 11:35 
4年 ２/５ 10:45 ２/１２ 10:45 
5年 ２/５ 9:40 ２/１０ 13:45 
6年 ２/３ 10:45 ２/１０ 10:45 

＊雨天延期の場合は、ミマモルメで連絡しま

す。 

〇校内図工展のお知らせ 
 ２月の参観懇談に併せて、体育館で開催い
たします。 
 子どもたち一人ひとりが、一つの作品を仕
上げるのに完成させた喜びや苦労がいっぱ
い込められています。是非、子どもたちが作
品を制作する姿を思い浮べながら作品を鑑
賞下さい。 
      

☆２月から下校時刻は４時半です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

日 曜 給食 行事

1日 日

2日 月 〇

3日 火 〇 公立特別選抜音楽科出願（～2/4）

4日 水 〇

5日 木 〇 小６　五中体験・クラブ見学

6日 金 〇

7日 土

8日 日

9日 月 〇

10日 火 〇 私立高校入学試験

11日 水
建国記念の日
私立高校入学試験

12日 木 〇 学校保健会講演会

13日 金 〇

14日 土 公立音楽科入試

15日 日

16日 月 〇 公立特別選抜出願（～2/17）

17日 火 〇

18日 水 〇 3年公立懇談（～2/25）

19日 木 〇 公立特別選抜（音楽科も）

20日 金 〇 公立特別選抜

21日 土

22日 日

23日 月 天皇誕生日

24日 火 〇

25日 水
３年
〇

1/2年学年末テスト

26日 木
３年
〇

1/2年学年末テスト

27日 金
３年
〇

1/2年学年末テスト

28日 土

マラソン週間 1/20～30 

１年 ガンバ大阪出前授業 1/28(水） 

クラブ交流会 1/26(月） 

地震・火災避難訓練 1/16(金） 

地域の方との世代間交流の一環として、百人一首クラブと交流

会を行いました。当日は３年生がクラブ見学をしました。 

４年 算数研究授業 1/22(木） 

寒さに負けない体づくりとして取り組んでいます。自分のがんば

りをカードに記録しながら、寒い中元気に走っています。 

ガンバ大阪

のコーチに

来てもらっ

て、ボール

を使った運

動やサッカ

ーゲームを

楽しみまし

た。 

今年度本校が取り組んでいる算数科の授業づくり

研究としての研究授業で、４年生「計算のきまり」

を題材に行いました。 

阪神・淡路大震災から３１年が経ちました。すば

やい避難やお家での確認について話しました。 

第五中学校の２月行事予定 

中学校に向けて、五中の先生が６年生

に話に来てくれました。小中連携の取

組として、中学校の先生が授業のよう

すを参観したり、６年生が中学校に行

かせてもらう取組を、予定していま

す。 


